
 

抗 Gal 11p 抗体 
免疫動物：ウサギ 

ポリクローナル 抗血清 
  

62-001  50μl，    62-002   250μl  
 
メディエーターは、転写調節因子に依存しない基本レベルの転写反応、および転写調節因子による転写

活性化反応のいずれにおいても重要な役割を果たすタンパク質複合体である。RNA ポリメラーゼ II の最

大サブユニットの C 末端に存在する 7 アミノ酸の繰り返し構造（CTD）に結合し、CTD のリン酸化に伴

い解離するという性質を示す。すでに 30 種類にも及ぶサブユニットがその構成成分として同定されている

が、細胞内にはサブユニット構成の異なる複合体が複数種類存在すると言われている。Gal11p はメディエ

ーターサブユニットの一つであり、1081 個のアミノ酸残基 (aa）から構成される。 

本品は、出芽酵母 GAL11 遺伝子にコードされる Gal11p タンパク質の N 末端領域（1-300aa）をプラス

ミドにクローニングし、大腸菌で多量に発現させ、クロマトグラフ法により精製したリコンビナントタン

パク質をウサギに免疫して作製した。 

本品を抗血清として用いたウエスタンブロットにおいて、出芽細胞抽出液中に Gal11p の約 140 kD のバ

ンドが検出された（図１）。 
 
用途 

１） 出芽酵母 Gal11p の検出や定量を目的としたウエスタンブロット法や ELISA 法に使用できる。 
 
製品の性質 

性   状：0.1%アジ化ナトリウム添加抗血清 

保   存：4℃ 
 
データリンク SGD GAL11
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レーン１：出芽酵母細胞抽出液 

抗血清は 5,000 倍希釈して使用 
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